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一般社団法人秋田林業土木協会が主催

する「技術現地研修会」が９月９日（月）と１０

日（火）に当支署管内の国有林などで、６１

名が参集し開催されました。 
これは森林土木事業の労働災害の未然防

止・施工技術の向上のため、会員である建設

会社などを対象に現地視察と意見交換など

を行うものです。東北森林管理局・当支署の

担当者が講師として参加しました。 
初日は新庄市内の国有林林道の災害復

旧箇所にて安全パトロール。コルゲートパイプ

の埋設状況や擁壁工などを視察した後に会

議場に移動、安全協議会にて結果を取りまと

めました。 
翌日は、戸沢村内で技術現地研修会で

す。山腹崩壊箇所にて山腹工を視察した後、

研修会場に場所を移し、施工上の留意事項

の説明と質疑応答が行われました。 
当支署管内は昨年の豪雨で甚大な被害を

受けましたが、会員各社の尽力により復旧が

進んでいます。 
安全第一を旨とした適切な施工により地

域に安全と安心をお届けできるよう、強く願

うものです。 
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近年、急速に普及しているドローン（小型無人航空機）。当支

署にも配備され、操作実技講習を実施しました。 
９月２５日（水）と３０日（月）の２日間にわかれて真室川町内

の国有林にて、熟練オペレーターの指導のもと基本操作を学び

ました。時間と経験の積み重ねで、誰でもスムーズに操縦できる

ことを実感しました。 
なお操作実技に先立ち、航空法関係法令・安全飛行のため

の知識もしっかり座学で学びました。 
人が容易に近づけない山地災害現地の調査や、雄大な景色

を見下ろす風景写真の撮影など、今まで実施が困難であった業

務が可能になるように技術を磨き、おおいに活用できることが

期待されます。 

ドローンの講習会を行いました 
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